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Step1
まず敵を知らずして、戦に勝つことはできません。

敵を知った上で、戦法を考えます。

ステップ 1 では、試験の基礎的な知識について学習します。

二級建築士試験は他の国家試験に比べると難易度は低いです。

試験の合格には勉強する時間を確保することが 1 番大切ですが、

時間を確保できない人でもポイントを押さえれば合格できます。

きちんと試験を分析して、自分に合った学習法を見つけましょう。

－はじめに、試験について詳しく知りましょう。－

□建築士とは
建築士の資格には、一級建築士、二級建築士、木造建築士の 3 種類があり、

それぞれの資格により設計および工事監理できる建築物の種類と規模が定められており、

以下にその違いを示します。

まとめると、二級建築士は

扱える建物の規模や、用途、

構造等に制限がある。

しかし、住宅程度の規模で

あれば、木造・コンクリート

造・鉄骨造の設計ができる。

逆に、一級建築士にはその

制限がない。

□二級建築士

   1. 学校・病院・劇場・集会場などの公共建築物で延べ面積が 500 平方m未満のもの

   2. 木造建築物または建築の部分で高さが 13m または軒の高さが 9m を超えないもの

   3. 鉄筋コンクリート造、鉄骨造、石造、煉瓦造、コンクリートブロック造もしくは無筋　　  

　   コンクリート造の建築物または建築の部分で、延べ面積が 30 平方m～ 300 平方m、　　 

　   高さが 13m、または軒の高さが 9m以内のもの

   4. 延べ面積が 100 平方m（木造は、300 平方m）を超え、または階数が 3 以上の建築物

□一級建築士

   1. 学校・病院・劇場・集会場などの公共建築物で延べ面積が 500 平方m を超えるもの

   2. 木造建築物または建築の部分で高さが 13ｍまたは軒の高さが 9m を超えるもの

   3. 鉄筋コンクリート造、鉄骨造、石造、煉瓦造、コンクリートブロック造もしくは無筋　    

　   コンクリート造の建築物または建築の部分で、延べ面積が 300 平方m、高さが 3m、　    

　   または軒の高さが 9m を超えるもの

   4. 延べ面積が 1000 平方m を超え且つ階数が二階以上の建築物



大学（旧制大学、短期大学を含む）または

高等専門学校（旧制専門学校を含む） 

建築に関する学歴等  建築に関する

実務経験年数

０年

１年以上

７年以上

高等学校（旧制中等学校を含む）

建築に関する学歴なし  

その他都道府県知事が特に認める者

課程

建築

土木

建築

土木

  ー

最終卒業学校

３年以上

□二級建築士試験の受験資格者の区分

□「建築に関する実務の経験」として認められるもの

   1. 設計事務所、建設会社、工務店等での建築物の設計・工事監理・施工管理

   2. 大工

   3. 官公庁での建築行政、営繕

   4. 大学・研究所・工業高校等での建築に関する研究、教育

□一部が「建築に関する実務の経験」として認められるもの

   1. 建築工事を一部含む土木工事等（純粋に建築に関するものの比率を乗じて計算します。）

   2. 一定期間建築以外の業務を含んでいる場合（建築以外の業務を除いた期間の明示が必要です。）

□「建築に関する実務の経験」として認められないもの
   1. 単なる建築労務者としての業務（土工、設計事務所で写図のみに従事していた場合等）

   2. 昼間の学校在学期間（中退者の在学期間を含む。）

□学科試験
構 成 － 建築計画、建築法規、建築構造、建築施工の 4 科目

問 題 － 各科目 25 問、4科目合計 100 問

方 式 － 5枝択一マークシート方式の筆記試験

合 否 － 各科目 13 点以上、かつ、総合点 60 点以上で合格 

□設計製図試験
構 成 － 設計製図のみの 1 科目

問 題 － 平面図、立面図、床伏図、矩形図、面識表など

方 式 － 設計課題に対して建物を計画し、要求された設計図面一式を完成させる実技試験

合 否 － ほぼ減点方式で行われ、採点項目により 1～ 4段階に区分され、ランク 1のみ合格

また、「設計製図試験」は「学科試験」に合格しなければ受験することができません。

しかし、平成 18 年及び平成 19 年に行われた二級建築士試験において「学科の試験」に合

格された方は、本人の申請により本年の当該試験における「学科の試験」が免除されます。

つまり「学科試験」からの

受験と、「設計製図試験」

のみの受験があり、それぞれ

受験申込手続きが異なり、

別々の受験申込書が定めら

れているので注意が必要。



□過去 8 年間の合格率

設計製図の試験は、昼をま

たぎ、時間も長いので普段

から意識して作図を行う。

合格率はほぼ毎年同じ。

しかし、平成 19 年度は

合格率が低いので要注意。
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□過去 8 年間の合格基準点
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 9:45 ～ 10:00   （15 分）   　　　　注意事項等の説明

10:00 ～ 13:00（3 時間）   　　　　学科 I（建築計画）・学科 II（建築法規）

13:00 ～ 14:00（1 時間）   　　　　休憩

14:00 ～ 14:10（10 分） 　　  注意事項等の説明

14:10 ～ 17:10（3 時間）  　　　　 学科 III（建築構造）・学科 IV（建築施工）

□学科試験の日程 : 平成 20 年 7 月 6 日

11:15 ～ 11:30 （15 分）   　　　　注意事項等の説明

11:30 ～ 16:00 （4 時間 30 分）   設計製図試験

□設計製図の試験日程 : 平成 20 年 9 月 14 日

□設計製図の課題の発表
平成20年6月11日頃からセンター支部及び都道府県建築士会の事務所に掲示されるほか、(財 )

建築技術教育普及センターのＨＰに掲載されると共に、「学科試験」の試験場にも掲示されます。

□過去 8 年間の合格率

設計製図の試験は、昼をま

たぎ、時間も長いので普段

から意識して作図を行う。

合格率はほぼ毎年同じ。

しかし、平成 19 年度は

合格率が低いので要注意。
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 9:45 ～ 10:00   （15 分）   　　　　注意事項等の説明

10:00 ～ 13:00（3 時間）   　　　　学科 I（建築計画）・学科 II（建築法規）

13:00 ～ 14:00（1 時間）   　　　　休憩

14:00 ～ 14:10（10 分） 　　  注意事項等の説明

14:10 ～ 17:10（3 時間）  　　　　 学科 III（建築構造）・学科 IV（建築施工）

□学科試験の日程 : 平成 20 年 7 月 6 日

11:15 ～ 11:30 （15 分）   　　　　注意事項等の説明

11:30 ～ 16:00 （4 時間 30 分）   設計製図試験

□設計製図の試験日程 : 平成 20 年 9 月 14 日

□設計製図の課題の発表
平成20年6月11日頃からセンター支部及び都道府県建築士会の事務所に掲示されるほか、(財 )

建築技術教育普及センターのＨＰに掲載されると共に、「学科試験」の試験場にも掲示されます。



□合格者の発表及び合否の通知

□受験場所
住所地の都道府県の試験を受験してください。

□受験手数料
１５,１００円

□免許の登録
最終試験合格後に免許申請を行う必要があり、免許証の発行まで 1～ 2 ヶ月程度かかります。

学 科 試 験 － 平成 20 年 8月 26 日（予定）

製 図 試 験 － 平成 20 年 12 月 4日（予定）

□インターネットによる受験申込

受 付 期 間 － 平成 20 年 4月 1日～ 4月 7日

受 付 時 間 － 受付開始日の午前 10 時～受付終了日の午後 4時

□受付場所への願書による受験申込

配 布 期 間 － 平成 20 年 4月 7日～ 4月 18 日（ただし、4月 12 日、13 日は除く。）

配 布 時 間 － 9時 30 分～ 16 時 30 分（ただし、4月 18 日は 9 時 30 分～ 15 時）

受 付 時 間 － 10 時～ 16 時

　　　　　　　都道府県庁所在地等に設ける受付場で上記の 5日間に受付を行い、一部の都道　　

　　　　　            府県については、別の場所に受付場を 4月 14日、15日の 2日間設けています。

手続き方法は都道府県に

よって異るので、該当する

都道府県の県庁又は建築士

会へ問い合わせる。

□まとめ

   1.  二級建築士試験の難易度は、決して高くない。

   2.  合格率は平均して、学科 33.3%、設計製図 50%、総合 25%。

   3.  受験資格は、人それぞれ違うので注意が必要。

   4.  学科試験は、4科目、各 25 問の 100 問、マークシート方式。

   5.  設計製図試験は、1科目、実技試験。



Step3
敵を知っただけでは、戦に勝つことはできません。

戦法を決める前に、己について深く知らなければいけません。

そして、この世の中には資格学校という強力な助っ人が存在します。

果たしてこの助っ人、本当に力を借りてよいものかどうか。

ステップ 2 では、自分に合った学習方法について学習します。

独学か資格学校に通学かでは、学習の進め方が大きく異なります。

ですので、何となくではなく、きちんとお決めください。

ここは最初の山場といえます。

－はじめに、試験について詳しく知りましょう。－

□独学に向けて

1 は絶対条件。未経験での

製図の独学はお勧めできない。

そして、実際に学習を進め

る中で大事になるのは、3。

無駄な練習を省き、どんな

問題が出ても合格できる

図面を必ず提出しなければ

いけない。

□独学か資格学校で悩んでいる人は以下を参考にしてください。

   1. 製図の基礎があるかどうか。

   2. 今年度版の練習問題、模擬試験が入手できるかどうか。

   3. 製図試験において、どういった表記が減点になるか知っているかどうか。

   4. 指摘をしてくれる友人や、専門知識のある知人がいるかどうか。

   5. 勉強する時間を確保できるかどうか。

　　 

   いくつ当てはまりましたか？

   4 つ未満の方は、製図の独学はもう少し考えたほうがよいかもしれないです。

学 科 － 独学でも十分合格できます。

　　　　    本人の意思と時間をつくる努力さえあれば、資格学校に通う必要はありません。

                    というよりも、学科を独りで乗り切れないようでは製図試験はかなり厳しいです。

製 図 － 独学では少し厳しいかもしれません。

               　 というのも、特にエスキースは専門家による添削がなければなかなか上達しません。

               　 しかし、独学での合格が無理というわけでは決してありません。

                　次の項目を参考にしてください。



学科試験の学習は、知識や経験にもよると思いますが、4月からでも十分間に合います。

しかし、合格するためには毎日コンスタントに 1 ～ 2 時間程度学習する必要があります。

また、4月までには法令集の線引きは終了させておきます。

そして、4月からはひたすら過去試験問題を解きます。

時間の許す限り、過去 10 年分を 3 回程度は解きます。

試験数日前からは模擬問題を解いて仕上げます。

□学科試験の対策

設計製図試験の学習は、学科の試験が終わる 7 月上旬から始めても十分間に合います。

しかし、合格するためには試験までに 20 枚程度書く必要があります。

1週間に 2 ～ 3 枚程度書くとすると、1週間あたり 15 時間程度作図することになります。

資格学校について知りたい方は、次のＰ7 をお読みください。

□設計製図試験の対策

詳しい学科試験の学習の

進め方はＰ10 に

詳しい設計製図試験の学習

の進め方はＰ13 に



方針

製図

学科

日建学院 総合資格学院

スパルタ教育 自由主義

正解できるまで帰れないこともあります。 宿題を全てするなどの意思が必要です。

映像学習 授業学習

欠席しても同じ映像を見ることができますが、

その場ですぐに質問はできません。

生徒に合わせ授業を進行しますが、質問次第

では授業が遅れることがあります。

廊下の幅を 1820とし、便所や浴室もそれぞれ

1820×1820 のユニットとして考えるため、

エスキースは比較的楽です。多くの部屋の大き

さが均質でパズルゲームを解いている感覚で、

エスキースの練習よりひたすら作図の練習を

繰り返す印象を受けます。

廊下の幅を 1365としてプランをつくるため、

エスキースの際に面積で苦労することは少ない

です。多少は建築をつくっているという感覚が

ありますが、慣れないとエスキースには時間が

かかるかもしれません。少人数で授業をしてい

るところもあるようです。

二級建築士のための資格学校には、日建学院と総合資格学院の二大資格学校が存在します。

結論から述べますと、本人の意思さえあればどちらも大差ありません。

□資格学校について知りたい方はお読みください。

   1. 学習する時間と場所をあらかじめ確保できる。

   2. 教材を入手できる。

   3. 分からないことは、講師や友人に聞くことができる。

   4. 学習の計画の管理を代行してくれる。

   5. 同じ目標の人がいることで、モチベーションが維持しやすい。

□資格学校に通うメリット

   1. 授業料や交通費にお金がかかる。

   2. 油断や慢心が生まれる可能性がある。

   3. メリットの 4、5 に該当される方は、試験に合格しても自分の意思の弱さを克服できない。

□資格学校に通うデメリット

□日建学院と総合資格学院の違い

□まとめ

   1.  学科試験は、独学でも十分合格できる。

   2.  設計製図試験は、独学では厳しいが、試験対策をきちんとできれば合格できる。

   3.  学科の学習は 4 月から、設計製図の学習は 7 月からで、十分間に合う。

   4.  資格学校は、どこを選んでも変わらない。



 9:45 ～ 10:00   （15 分）  　　　　注意事項等の説明

10:00 ～ 13:00（3 時間）  　　　　学科 I（建築計画）・学科 II（建築法規）

13:00 ～ 14:00（1 時間）  　　　　休憩

14:00 ～ 14:10（10 分） 　　  注意事項等の説明

14:10 ～ 17:10（3 時間）  　　　　学科 III（建築構造）・学科 IV（建築施工）

Step3
戦法が決まったら、あとは敵を倒すのみです。

しかし、ここで早まってはいけません。

ただ闇雲に攻撃すればいいというわけではありません。

戦には定石というものがあります。

ステップ 3 では、第一関門である学科について詳しく学習します。

－学科の学習を始めましょう。－

□学科試験
学科試験は、建築計画、建築法規、建築構造、建築施工の 4 科目で構成されてます。

問題数は、各科目 25 問、4科目合計 100 問です。

各科目 13 点以上、かつ、総合点 60 点以上で合格です。

5枝択一マークシート方式です。

□学科試験の日程 : 平成 20 年 7 月 6 日

学習は、4月からでも十分

間にあうが、学習時間は

1日 1～2時間程度は必要。



□計画の対策
過去には出ていない問題が最も多く出題され、高得点を得るのが難しい科目です。

しかし、室内気候や音・光、建築の形式や特徴など、普段の生活に関連する項目が多く、

学習していて楽しい科目でもあります。

□法規の対策

□構造の対策

□施工の対策

4 科目中、1番学習する時間がかかるが、1番高得点を目指せる科目です。

そのためか例年、高得点者が多いが、合格者と不合格者の得点差がはっきりと分かれます。

まずは、法規独特の読み方や法令用語などの約束事に慣れることから始めます。

そして、法令集を素早く引き、条文を正しく理解し、解答を的確に導き出すための判断力

を養うことが不可欠です。

力学の計算問題以外は、過去の本試験の類似問題が比較的多く出題されている科目です。

しっかりと過去試験問題を繰り返し解いて高得点を目指します。

計算問題もきちんと公式や概念を理解することで、比較的簡単に解けます。

木構造・鉄筋コンクリート構造・鉄骨構造、その主要材料の木材・コンクリート・鋼材の

出題合計は、出題範囲の約半分です。3種類の素材を比較しながら理解することが重要です。

過去に出題されている内容に新しい出題内容を織り交ぜた問題が多い科目です。

覚える数値や用語が最も多く、確実に解答するには、用語や施工方法の正確な記憶が必要

となります。ですので、暗記の量が素直に得点に結びつきます。ややこしいところは理屈

ぬきに暗記するのみです。

計画と法規で 3 時間なので

計画は 1 時間以内に終わら

せる。

構造と施工は、暗記して解く

問題が多くなるが比較して

覚えるなど工夫が必要。

□全体
基本的に学科試験の問題は、問題集を解きながら暗記して覚えます。

しかし、少し考えれば解ける問題も多くありますので、無理に暗記だけに頼らず理解して

解ける問題もつくることが大切です。

暗記する問題、理解する

問題、捨てる問題という

線引きを行うことが大切。



　　　　  ～ 3/30

法令集の線引きを 4 月までに終了させておきます。

　　　　　　　　　　　 　   4/1 ～ 4/30 問題集 1回目

まず初めは、過去問題を 10 年分解きます。解答肢を選択するだけでなく全ての設問肢

について解きます。暗記する必要はなくてただ解くだけで大丈夫です。

　　　　　　　　　　　　　　　         5/1 ～ 5/15 問題集 2回目

1 回目に間違った問題のみ解き、暗記はせず繰り返すことで記憶の定着を図ります。

　　　　　　　　　　　　　　                                5/15 ～ 5/30 問題集 3回目

2 回目に間違った問題のみ解き、テキストを参考に間違った問題を理解します。

　　　　　　　　　　　　　　　

今度は、また過去問題を 10 年分解き、間違った問題は何度か繰り返して確認します。

あいまいな知識を正しく、正確に理解します。ただし、試験において出題頻度が低く、

理解しにくい単元の項目は思い切って捨てます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総仕上げとして過去試験問題を見返しつつ、模擬試験を数回分解きます。

□学科の学習の進め方

□まとめ

1.  まずは、過去試験問題を解きまくる。

2.  次に、暗記する問題、理解する問題、捨てる問題という線引きを行う。

□目標

常に 4 教科とも 15 点以上とれるようにします。

目標は、法規を除いた 3 教科が 18 点で、法規が 20 点です。

法規は 20 点前後はとれますので、法規を除いた 3 科目で 40 点以上で合格です。

つまり、1科目あたり 13.33 点です。

そのためにも、18＋20＋18＋18＝74 点を確実に狙いに行きます。

この辺りを狙うと 1 教科が悪くても 13 ～ 14 点はとれます。

20点以上はとる必要がない

ので、得意科目ができたら

早めに切り上げる。

難しい問題に出くわしたら

見なかった事にする。

得意、不得意を把握できれば

最後の 1ヶ月でなんとでも

なるので初めは 10年分解く

事を優先。

6/20 日～試験前

6/1 ～ 6/20 問題集 4回目

初めての方は 4月までに参考

書に目を通しておく。

法規は法令集を試験会場に

持ち込めるため、1度解いた

問題の解き方を忘れることは

ほとんどない。

2回目と 3回目では忘れない

程度に 2、3年分程度解く

だけにする。



Step4
最初の敵を無事倒したとしても、まだ設計製図という手強い敵が残っています。

しかし、どんなに手強い敵だとしても弱点があります。

そこを見逃さずに攻め切れるか。

ステップ 4 では、ラスボスである設計製図について詳しく学習します。

ここが最大の山場です。

学科試験の合格に浮かれず ( 自己採点ですが ) 最後まで走りぬきます。

－設計製図の学習を始めましょう。－

□過去 7 年間の課題一覧

□設計製図試験
構 成 － 設計製図のみの 1 科目

問 題 － 平面図、立面図、床伏図、矩形図、面識表など

方 式 － 設計課題に対して建物を計画し、要求された設計図面一式を完成させる実技試験

合 否 － ほぼ減点方式で行われ、採点項目により 1～ 4段階に区分され、ランク 1のみ合格

設計製図試験は、課題文から設計条件を読み取りポイントを理解すると共に、短時間で

無駄のないプランをまとめる作図力が問われる試験です。

11:15 ～ 11:30 （15 分）   　　　　注意事項等の説明

11:30 ～ 16:00 （4 時間 30 分）   設計製図試験

□設計製図の試験日程 : 平成 20 年 9 月 14 日

Ｈ13

学習は、学科の試験が終わる

7 月上旬から始めても十分

間に合うが、合格するため

には試験までに 20枚前後

書く必要がある。

年度

Ｈ14

Ｈ15

Ｈ16

Ｈ17

Ｈ18

Ｈ19

出題地域 設計課題 要求図面

近畿除く全ブロック

近畿

北海道、東北、関東、近畿、

中国四国

東海、北陸、九州

近畿除く全ブロック

近畿

全国

全国

全国

全国

英会話教室併用住宅

ルーフガーデンのある二世帯住宅   

工房のある工芸品店併用住宅

商店街に建つコミュニティ施設

吹抜けのある居間をもつ専用住宅

住宅地に建つ動物病院併用住宅

趣味室のある専用住宅（木造2階）

近隣の街並みに配慮した車庫付二

世帯住宅（木造2階）

地域に開かれた絵本作家の記念館

（鉄筋コンクリート造2階）

住宅地に建つ喫茶店併用住宅（木

造2階）

平面図、立面図、矩計図

平面図、立面図、断面図、仕上表

平面図、立面図、矩計図

平面図、立面図、断面図、仕上表

平面図、立面図、矩計図、面積表

平面図、立面図、断面図、面積表、

仕上表

平面図、伏図、矩計図、面積表

平面図、伏図、矩計図、面積表、

立面図

平面図、立面図、断面図、面積表、

仕上表、主要構造部材表

平面図、伏図、立面図、矩計図、

面積表
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